
19_車両特性デザイン部門委員会_1 

2050  2030  2017 技術課題 
大目標 

具体的 
技術目標 

理論 
目標 

扱っている技術テーマ：乗用車、大型車（トラック、バス） 

Safety 事故防止 物体検知性能向上 

補足説明： 
 
 
 
 
 

事故リスク予測性能向上 他車両挙動予測 

歩行者検知 自転車検知 

歩行者挙動予測 

死角検知 

自転車挙動予測 

インフラ・車者間情報共有 

温暖化対策 
（低燃費） 

快適性 

Pleasure 

走行中C02排出
量ｾﾞﾛ 

ＥＶの操作性向上 

走行中給電技術構築*1 

乗用車・中型ﾄﾗｯｸ 大型ﾄﾗｯｸ 完全自動運転との融合 

大型ﾄﾗｯｸ 完全自動運転との融合 

ﾊﾞｲﾜｲﾔ化対応ｺｯｸﾋﾟｯﾄ 新ｺｯｸﾋﾟｯﾄ 

新操縦方法 

自動運転対応 

ﾊﾞｲﾜｲﾔ対応操作性向上 ﾍﾟﾀﾞﾙ操作最適化 ｽﾃｱ操作新ｺﾝｾﾌﾟﾄ 

乗用車・中型ﾄﾗｯｸ 

新ﾃﾞｻﾞｲﾝｺﾝｾﾌﾟﾄ 完全自動運転との融合技術 新操縦ｺﾝｾﾌﾟﾄ 

完全自動運転との融合技術 

ﾄﾞﾗﾎﾟｼﾞ・着座快適性向上 新ﾄﾞﾗﾎﾟｼﾞ・着座ｺﾝｾﾌﾟﾄ 新乗車姿勢ｺﾝｾﾌﾟﾄ 

＊1： 走行中給電によって大型トラックもＥＶ化が可能となり、荷室・車重の確保とコスト低減が可能となる。 
＊2： 特に大型車両を対象とした目標 

自動運転対応 新運動制御理論構築 新コンセプト 理論化 新理論普及 

地図利用拡大 最適ギヤ段制御 

エンジン改良*2 

最適制御 
熱効率改善、損失低減 
省エネモード、負荷制御 

油圧・動力系改善*2 超高圧化、効率化 
最適制御、軽量化 

ディーゼルエンジン高効率化 

周辺機器の軽量化・効率化 

走行環境との融合 

技術ロードマップ 



2050  2030  2017 技術課題 
大目標 

具体的 
技術目標 

理論 
目標 

扱っている技術テーマ：作業車両（建設、農業）、特殊車両（防衛） 

Safety 
重大事故抑制に向
けた警報機能の充
実 

補足説明： 

センシング技術向上 
（転倒防止、回転部接近警報） 

低燃費 
高度センシング技術 
制御の最適化 

快適性 CAB快適性向上 
振動・騒音低減 
ゴム履帯化*1 

ｵﾍﾟﾚｰﾀ負担低減 
ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ機能向上 
操作性向上、段取りの最適
化 

Pleasure 
収益性向上*2 

ロボット化 

ICT・IoT技術の強化 

作業能率向上 

作業可能時間/人 10%延長 

人の接近、危険斜面等を認識し、情報を提供 

作業能率1.5倍 

ダウンタイム極小化 

様々なデータを自動的に活用した効率最大の作業を実現 

普及率50% 

重大事故件数50%低減 

重量軽減*1 ゴム履帯化 

燃料消費率低減 動力システムの最適化 ハイブリッド化 

大車重（～40t級）、高速走行（～70km/h）可能なゴム履帯 

ISG化、補機電動化 

騒音：約１／５低減、振動：約１／２低減 

次世代T/M ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ化、電動化 フル電動農機の普及開始 

 ISG: Integrated starter generator hybrid system、スタータとジェネレータ兼用のモータを使用するハイブリッドシステム 
 CAB: Cabin、運転室 
 ＊1： 特殊車両（防衛）を対象とした目標 
 ＊2： 作業車両を対象とした目標 
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